
令和６年度 第６３回 

大  星  祭 
It‛s 笑 time －最っ高の舞台で君だけの笑顔を煌(きら)めかせよう！－ 

  

[日 程]   

  1日目 ９月２７日(金)   

 

  生徒登校          8：10 

  朝の会             8：15～    8：25 

 入場            8：30～    8：40 

 開祭式                   8：45～  9：05 

 意見発表・英語弁論     9：15～    9：45 

 学年発表（総合）           9：55～  10：30 

 生徒会特別企画（特技披露）10：45～  11：20 

  展示見学         11：30～  12：00 

 昼食（弁当 青春企画）     12：05～  12：35 

 生徒会特別企画（体育祭） 12：55～  15：25 

  移動・片付け       15：25～ 15：40 

帰りの会         15：40～  15：55 

 下校（部活動なし）    16：05（一般下校） 

  吹奏楽部リハーサル    16：05～ 16：50 

生徒会役員リハーサル   16：50～  17：45 

                （完全下校 18：00） 

  ２日目 ９月２８日(土)  

 

    生徒登校        8：10 

    朝の会         8：15～    8：40 

                      （歌練習の時間含む） 

    入場          8：40～    8：50 

  ステージ発表（吹奏楽部） 9：00～    9：30 

  合唱コンクール     10：00～   12：30 

  昼食（弁当）      12：30～    13：00 

    展示見学（自由）   13：00～   13：30 

  片付け            13：30～   14：00 

    清掃         14：00～   14：15 

  入場          14：25～    14：35 

  表彰          14：35～    15：05 

  閉祭式         15：10～    15：40 

  帰りの会        15：50～    16：05 

  下校（部活動なし）   16：15（一般下校） 

  生徒会役員下校        16：35（完全下校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「It‘ｓ 笑 time」 〜最っ高の舞台で君だけの笑顔を煌(きら)めかせよう！〜   

生徒会長   

今年の大星祭のテーマは「It‘ｓ 笑 time」 〜最っ高の舞台で君だけの笑顔を煌(きら)めかせよう！〜 

です。 

最っ高の舞台とは三中のことを表しています。「It‘ｓ 笑 time」には、心から笑える時間を大切にした

い！生徒一人一人が個性を活かして、ショーの主役のように輝ける三中をつくっていきたい！という願い

が込められています。私は、最っ高の大星祭を全校生徒で一致団結してつくりあげたいと思っています。

一人一人が煌めき、笑顔があふれる「最っ高の大星祭」にするために、全校で盛り上げていきましょう。 

  

やる気と笑顔にみちあふれた「第 63回大星祭」   

上田市立第三中学校長 城田真裕 

文化の秋を感じさせる季節となりました。 

ここに「It‘ｓ 笑 time ～最っ高の舞台で君だけの笑顔を煌(きら)めかせよう！～」という生徒会スローガ

ンのもと大星祭が開催されることとなりました。みんなが笑顔になるにはどうしたらよいでしょうか。みんなが

楽しいと感じる時はどんな時でしょうか。それは、今まで地道に取り組んできた中に、答えがあると思います。 

三中が大切にしてきたもの、三中プライド（三中愛）を大事に、各種発表ステージ、体育祭、合唱コンクール

等に全力で挑戦していきましょう。 

さて、生徒会役員のみなさんが先頭にたって、夏季休業中も苦心して構想を立て、準備を進めてくれました。

今、かけがえのない友達と日々の生活を共にできることに感謝し、仲間を認め合いながら、一つになり、全校で

大星祭を創り上げましょう。 
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